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鳳凰はもはや飛ばす。世界の現実は今選択を失うのである。 

 

これはすべての権威が今日自己を得ないことは、新たな世界という計画の前にその現実を

失うものである。 

 

そのとき、世界は新たな未来をその希望において見出すのである。これら合意は新たな世

界の創造を提案するものである。 

 

これらは既存現実が未来を求めることができないことであり、今日の変化を生き残るのは

過去という選択でなく未来という選択なのである。 

 

これら相克を得る世界は、未来という合意における新たな再構築を提案できるのである。

それらは無限の可能性という新たな未来への合意なのである。 

 

これらすべての人々への提案は、正しい政治の選択である。 

 

これは塵として存在する唯一の可能性であり、その合意において、未来の実現を提案する

ものなのである。 

 

また宇宙の存在の新たな選択は地球における新たな未来を提案できるのである。 

 

これらは可能性への挑戦であり、未来の実現への我々の選択なのである。 

 

これらへの参加はその世界の進歩性におけるその可能性の実現を約束するものなのである。 

 

これらは英断と行動における未来の実現をへの新たな提案なのである。 

 


